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いる中で,十数年前の発足 当時め共同利用所のイノー汐がそのま 今ゝ 日でも通
用しえないのは当然であ9,共同利用研が現在ひとつの曲り角に来ていること
は,衆目の一致するところであろうOこの様な観点から,我々は春の特集の続
編 とい う形で,共同利用研とその周辺の問題に焦点をしぼ り,特集を設けるこ
とに決定したO
折しも,前回の物小委 (10月 19日開催)では, q物性研 と大学改革の問
題 t及び "物性研の将来計画 吋に関する問題が議題になり,次回の物小委 (莱
春開催予定)で継続審議されることになっているU)で ,こU)問題をよ-り多くo:)研究者が
検討できるためU)資料を提供するという点からも,こUj特集は時童を得ていると考えるO
さて ,具体 的を企画 としては ,まず物性関係U)共同利用桝 である物性
研究所 及び基礎物理学研究所U.)堺状 を ,4月号 の場合の ような ,表向き












での議題である物性研の問題に閑適して, 物性研所長の 代大学改革と物性研 け













集と, ｢物性物理学を如何に発展させるべ きか｣とい う懸賞論文募集 (締切は
45年 2月 20日)を行 った｡この企画は,来年度以後 も何 らかの形で続けて
いく予定であるが,読者諸子の忌博をき勧意見の寄せ られる､こ とを希望するO
基研のあ り方をめ ぐって





長か ら, ｢大学と共同利用研である基所とは,相互尊重,相互不干渉でや って∫
い くべ きで,大学のとった捨置に抗議夜どす空 きでは夜h o ｣とい う強い意見
が出され,声~明を出す話は立消え把を･1たとのこ.とであるO
もうーっQj:, 6月にあ った研究部員会寒でのことであるO この会議では,莱
春に予定されている湯川所長の定年退官後のLことが論毒されてりたのであるが,
そこで,宇宙線グループか ら運営委員会あてに提出されていた要望書が紹介 さ
れたOそれは ¶湯川所長は余人を もってかえがたい方だか ら,退官後も実質的
な所長 として基研の指導者であ っていただきたい 叶との趣旨であ ったO これに
対し,主 として素粒子論グループに属する部員の中か ら猛然たる反論が湧きお
こったので'あらたO
私は,tれらのエビソ 守ー で,基研の直面しているつ ぎの問題点を指摘 した
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